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佐波先生をしのんで

安問進

私達ゼミナ ノレ学生で，佐波先生をしのんで話しあったことを，私が代表で話させて

いただきます。

佐波先生のお人柄とか，先生に対する私達ゼミ生の印象はとても一言で言いきれるも

のではありませんe しかし何よりも私達学生を非常に大事にして下さったということが

強く思い出されます。いつか先生は「大学教授として大事なことは 1つは学生壱育てる

こ1:， もう 1つはこれが自分の業績だと言えるものをうちたてることだ。」と言われま

した。

この 1つめの学生を大事にして下さったというととでは，いろいろなことが思いださ



108 (510) 第 101巻第5号

札ます。 4月のゼミナーノレ開講の際に黒板に非常に詳しい地図をお書きになりながら，

閉口 番「私の家はここです。学生なら喜んで会いますから，どうぞいつでも来て下さ

い。J!-言われ， 官、達は驚いたものでしたが，事実お宅におうかがし、した時はいつでも

会って下さいま Lた。それは先生のご病気が悪化し面会謝絶になるまで続き，私達は先

生とお話したり，芝生刈りやマキ割り，先生の散髪をさせていただいたりしました。先

生がいつもあんなにポサボサの髪をされていたのは， もしかしたら私達の仲間が散髪さ

せていただし、たせいかもしれませんが，先生はそれがうれしかったのかもしれません。

又病気になられる以前は，学生の下宿をボ意に訪れられ，先輩達は恐縮されたとのこ

とです。先生は学生の下宿壱訪れることを非常に楽しみにされておられ，文ゼミの指導

教授ζ しての義務であると思われてし、たのですが，病気になられてからそれができない

といコて，残念がられておりました。あんなにおきらいだッた野球でも，私達のぜミ対

抗野球大会準決勝の時にはステ yキをついて応援に来られ，ゼミナ ル学生がまとまっ

てプレイするの壱うれしそうに見ておられた事からも，先生がどんなに学生との接触を

大切にされていたかがわかると思います。先生の奥様が「自分の息子より，ゼミナーノレ

の学止をよ事にするんでずよ。」と言って笑われた時， 先生は目を細め C笑っておられ

ました。

以二は先生が，私達ゼミ生をL、かに大事にして下さったかということですが，次には

学問や人生に対するきびしさを常に私達に示されたことです。

「私は家の都合で，守二校に行けずに製図見習工をしていた時j 勉強をやりたいという

希望が強し強〈わいた。そして講師や助教授の時は勉強が好きで，好きでよく学校に

泊りこんで勉強したものだ。」と言われたことがありますが， その学聞に対する激しい

姿勢は変らず，昨年11月まで身体の痛みをおして数理経済学の講議壱続けられました。

先生はよく「ゼミナーノレの教科書は自回読んできなさいJと私達に言われました。練

習問題は先生だけはー題残らずやってこられましたが， r教科書にの 3ている参考文献

は全部読んでくる義務が，教師としてあるのだが，病気のため身体がし、うこと壱きかず，

それが思うようにできなくて皆さんにすまない」と言われました。私達は先生の」ーで。 10

も予習壱やっていったのかどうか疑わしし今は恥ずかしい思いで一杯です。先生は又

まちがコたことやごまかしがおきらいで，私達に強い、ましめられました。書物の校正

は徹底的にやられましたし，又ゼミの発表で私達がわからないところ与をごまかそうとす

ると， r私壱散髪屋だと思って，散髪屋のおっさんにもわかるように，わかりやすく説

明してみなさい。」と言われ，私達はずい分苦しめられたものでした。

最後にそういヮた学問や人生に対するきびしさとは対照的に，草木や身の廻りの物，

他人に対する暖かさがあられた U 、うことですn 私達が失敗したり， くじけたりし行時
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には，暖かいユーモアのある言葉で私達をはげまして下さいました。又服装はいつでも

同じ古ぼけたのを着ておられ，ひげをそる一枚のかみそりの歯壱1日年近くも同じ物を使

コておられたのは，洋服やかみそりに対する先生の愛情i先生のよく言われる「因縁」

からだと私は思います。一度「因縁」ができれば，それ壱最後まで大切になさるという

のが，先生の信条でした。

以上学生を非常に大事にして下さったこと，学問や人生に対してきびしくあられたこ

と，しカョしどんな物にも暖かく按せられたことという 3フのことを述べてきましたが，

もちろん先生にはこの他にホいろいろな面がおありになりましたし，私達にも数え切れ

ない程の居、し、出があります。

先生の学問への情熱じ私達への愛情とに障壁となった病気を私達は強〈憎みますがが

先生がもう亡くなられてしまったんだとは，まだなかなか信じることができません。私

遣の25日の卒業式には，先生がステザキをついて h ヨヲコり!廿て来られて，卒業祝いに

と言って先生の好きなお言葉，たとえば先程上回先生も言われたニーチェの言葉壱私達

に贈って下ざるような気が，ふっとしてなりません。

fHungernd， gewalttatig. einsam， gottlos (飢えながら，荒々しし孤独に，神を

知らず。)J

あり tsとうございました。




